
平
成
二
十
八
年
二
月
十
八
日
提
出

質

問

第

一

三

三

号

安
倍
政
権
に
お
け
る
放
送
法
第
四
条
第
一
項
に
関
す
る
諸
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

逢

坂

誠

二
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安
倍
政
権
に
お
け
る
放
送
法
第
四
条
第
一
項
に
関
す
る
諸
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書

高
市
総
務
大
臣
は
、
平
成
二
十
八
年
二
月
八
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
の
奥
野
総
一
郎
議
員
の
質
問
に
対
し
、
「
法
律
と
い

う
も
の
は
、
や
は
り
法
秩
序
と
い
う
も
の
を
し
っ
か
り
と
守
る
、
違
反
し
た
場
合
に
は
罰
則
規
定
も
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

よ
っ
て
実
効
性
を
担
保
す
る
と
考
え
て
い
る
の
で
」
、
放
送
局
の
電
波
の
停
波
を
「
全
く
将
来
に
わ
た
っ
て
そ
れ
が
あ
り
得
な

い
と
い
う
こ
と
は
断
言
で
き
ま
せ
ん
」
と
の
答
弁
を
行
っ
た
。

ま
た
「
放
送
法
と
い
う
も
の
を
し
っ
か
り
と
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
、
電
波
法
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
担
保
さ
れ
て

い
る
」
と
の
答
弁
も
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
関
し
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

放
送
法
第
四
条
第
一
項
は
、
「
放
送
事
業
者
」
の
「
国
内
放
送
及
び
内
外
放
送
の
放
送
番
組
の
編
集
」
に
関
す
る
方
針
を

示
し
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
電
波
法
と
の
関
連
は
当
該
条
文
に
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
一
つ
の
法
律
の
規
定
す
る

内
容
を
当
該
条
文
に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
他
の
法
律
（
電
波
法
第
七
十
六
条
第
三
項
等
）
を
介
し
て
、
罰
則
規
定
が
あ
る
と

答
弁
す
る
こ
と
は
、
放
送
事
業
者
に
重
大
な
不
利
益
処
分
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
停
波
と
い
う
行
政
指
導
の
根
拠
と
し
て
は

不
適
切
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

一



二

停
波
と
い
う
放
送
事
業
者
へ
の
重
大
な
不
利
益
処
分
は
社
会
的
影
響
も
重
大
で
あ
り
、
放
送
法
に
個
別
具
体
例
を
明
示
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
放
送
法
で
は
停
波
に
至
る
具
体
的
な
事
例
の
列
挙
は
な
い
。
放
送
法
第
四
条
第
一
項
の
ど
の
よ
う
な

部
分
に
違
反
す
れ
ば
、
放
送
事
業
者
は
停
波
に
至
る
の
か
。
こ
の
問
題
は
放
送
事
業
者
の
委
縮
効
果
を
招
き
か
ね
な
い
も
の

で
あ
り
、
政
府
は
仮
定
の
ご
質
問
に
は
お
答
え
し
か
ね
る
と
し
ば
し
ば
答
弁
す
る
も
の
の
、
政
府
の
見
解
を
詳
細
か
つ
具
体

的
に
示
さ
れ
た
い
。

三

放
送
法
第
四
条
第
一
項
の
ど
の
よ
う
な
部
分
に
違
反
す
れ
ば
、
放
送
事
業
者
が
停
波
に
至
る
の
か
明
示
さ
れ
て
い
な
い
以

上
、
高
市
総
務
大
臣
の
答
弁
は
放
送
事
業
者
の
委
縮
効
果
を
招
き
か
ね
な
い
も
の
で
あ
り
、
政
権
に
対
す
る
批
判
な
ど
の
言

論
の
封
じ
込
め
の
作
用
を
持
つ
。
日
本
国
憲
法
第
二
十
一
条
は
表
現
の
自
由
を
保
障
し
て
い
る
。
個
別
の
番
組
の
内
容
に
行

政
権
力
が
介
入
す
べ
き
で
は
な
く
、
番
組
内
容
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
放
送
事
業
者
と
視
聴
者
の
間
で
自
律
的
に
解
決

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
か
か
る
姿
勢
が
日
本
の
健
全
な
民
主
主
義
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。
何
が
放
送
法
第
四
条
第
一

項
に
違
反
す
る
の
か
具
体
的
に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
高
市
総
務
大
臣
の
答
弁
は
、
放
送
事
業
者
に
委
縮
効
果
を
与
え

る
包
括
的
な
事
前
検
閲
と
し
て
働
く
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

四

憲
法
学
者
の
長
谷
部
恭
男
氏
は
、
『
テ
レ
ビ
の
憲
法
理
論
』
（
平
成
四
年
、
弘
文
堂
）
で
、
「
放
送
事
業
者
の
う
ち
、
基

二



本
的
情
報
を
平
等
に
提
供
す
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
政
治
的
立
場
や
価
値
観
の
点
で
公
平
性
が
要
求
さ
れ

る
」
と
し
た
上
で
、
「
問
題
は
、
そ
こ
で
い
う
「
公
平
性
」
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
・
・
・
い
か
な
る
制
度
を
通
じ
て
、

公
平
性
を
維
持
す
べ
き
か
」
と
し
、
「
公
平
か
否
か
を
誰
が
判
定
す
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
と
重
な
り
合
う
」
（
同
書
、
一

五
八
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
「
放
送
法
の
・
・
・
定
め
る
番
組
編
集
準
則
に
違
反
し
た
こ
と
を
理
由
に
、
電

波
法
七
六
条
に
よ
る
停
止
運
用
や
免
許
停
止
を
行
え
な
い
と
す
る
の
が
通
説
」
（
同
書
、
一
六
八
頁
）
と
断
じ
て
い
る
。

学
説
通
説
で
「
誰
が
判
定
す
る
べ
き
か
」
が
定
か
で
は
な
く
、
「
電
波
法
七
六
条
に
よ
る
停
止
運
用
や
免
許
停
止
を
行
え

な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
以
上
、
高
市
総
務
大
臣
の
一
連
の
発
言
は
憲
法
学
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
や
わ
が
国
の
世
論
に
反

す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

か
か
る
長
谷
部
氏
の
指
摘
に
対
し
て
政
府
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
議
院
内
閣
制
を

採
用
す
る
わ
が
国
に
お
い
て
、
そ
も
そ
も
政
治
的
中
立
性
を
持
ち
え
な
い
、
与
党
か
ら
選
ば
れ
る
総
務
大
臣
が
ど
の
よ
う
に

し
て
政
治
的
公
平
性
を
判
断
す
る
制
度
が
担
保
さ
れ
て
い
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


